
（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
三
十
号
の
三
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
十
の
四

農
林
漁
業
体
験
民
宿
業
者
の
登
録
又
は
農
林
漁
業
体
験
民
宿
業
者
に
係
る
登
録
実
施
機
関
の
登

録^

農
山
漁
村
滞
在
型
余
暇
活
動
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る

法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
十
六
条
第
一
項
（
農
林
漁
業

体
験
民
宿
業
者
の
登
録
）
の
農
林
漁
業
体
験
民
宿
業
者
の
登
録

登
録
件
数

一
件
に
つ
き
一

万
五
千
円

_

農
山
漁
村
滞
在
型
余
暇
活
動
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る

法
律
第
十
六
条
第
一
項
の
登
録
実
施
機
関
に
係
る
登
録
（
更
新
の
登
録

を
除
く
。）

登
録
件
数

一
件
に
つ
き
九

万
円

財
務
大
臣

谷
垣

禎
一

農
林
水
産
大
臣

島
村

宜
伸

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

平成˜�年�月™ 日 水曜日 (号外第˜››号)官 報

第
四
条
た
だ
し
書
中
「
第
八
条
」
を
「
第
十
五
条
」

に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
又
は
第

十
一
号

三
億
円
以
下
の
罰
金
刑

二

前
条
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号
、
第
九
号
又
は

第
十
号

一
億
五
千
万
円
以
下
の
罰
金
刑

三

前
条
第
二
項

一
億
円
以
下
の
罰
金
刑

第
十
五
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
第
六
号
の
二
の

罪
に
係
る
同
条
第
二
項
」
を
「
前
条
第
一
項
第
四
号
、

第
五
号
、
第
九
号
及
び
第
十
号
の
罪
に
係
る
同
条
第
三

項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
、「
又

は
三
百
万
円
」
を
「
若
し
く
は
五
百
万
円
」
に
、「
処
す

る
」
を
「
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
」
に
改
め
、

同
項
第
七
号
中
「
第
九
条
、
第
十
条
又
は
第
十
一
条
第

一
項
」
を
「
第
十
六
条
、
第
十
七
条
又
は
第
十
八
条
第

一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項

第
六
号
の
二
を
同
項
第
十
号
と
し
、同
項
第
六
号
中「
を

い
う
」
の
下
に
「
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、

同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を

加
え
る
。

八

営
業
秘
密
を
保
有
者
か
ら
示
さ
れ
た
そ
の
役
員

又
は
従
業
者
で
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
不
正
の
競

争
の
目
的
で
、
そ
の
在
職
中
に
、
そ
の
営
業
秘
密

の
管
理
に
係
る
任
務
に
背
い
て
そ
の
営
業
秘
密
の

開
示
の
申
込
み
を
し
、
又
は
そ
の
営
業
秘
密
の
使

用
若
し
く
は
開
示
に
つ
い
て
請
託
を
受
け
て
、
そ

の
営
業
秘
密
を
そ
の
職
を
退
い
た
後
に
使
用
し
、

又
は
開
示
し
た
者
（
第
六
号
に
掲
げ
る
者
を
除

く
。）

九

不
正
の
競
争
の
目
的
で
、
第
四
号
又
は
第
六
号

か
ら
前
号
ま
で
の
罪
に
当
た
る
開
示
に
よ
っ
て
営

業
秘
密
を
取
得
し
て
、そ
の
営
業
秘
密
を
使
用
し
、

又
は
開
示
し
た
者

第
十
四
条
第
一
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四

号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
同
項
第

二
号
中
「
前
号
」
を
「
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

二

他
人
の
著
名
な
商
品
等
表
示
に
係
る
信
用
若
し

く
は
名
声
を
利
用
し
て
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的

で
、
又
は
当
該
信
用
若
し
く
は
名
声
を
害
す
る
目

的
で
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
不
正
競
争

を
行
っ
た
者

第
十
四
条
第
四
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第

二
項
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第

三
項
中
「
第
一
項
第
七
号
（
第
十
一
条
第
一
項
」を「
第

一
項
第
十
一
号
（
第
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
第
三
号

か
ら
第
六
号
の
二
ま
で
」
を
「
第
一
項
第
四
号
か
ら
第

十
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同

項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

ロ

他
人
の
商
品
の
形
態
を
模
倣
し
た
商
品
を
譲

り
受
け
た
者
（
そ
の
譲
り
受
け
た
時
に
そ
の
商

品
が
他
人
の
商
品
の
形
態
を
模
倣
し
た
商
品
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
か
つ
、
知
ら
な
い
こ
と

に
つ
き
重
大
な
過
失
が
な
い
者
に
限
る
。）が
そ

の
商
品
を
譲
渡
し
、
貸
し
渡
し
、
譲
渡
若
し
く

は
貸
渡
し
の
た
め
に
展
示
し
、
輸
出
し
、
又
は

輸
入
す
る
行
為

第
十
二
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
七
条
か
ら
第
十
一

条
ま
で
を
七
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
条
の
七
を
第
十

三
条
と
し
、
第
六
条
の
六
を
第
十
二
条
と
し
、
第
六
条

の
五
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
六
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
第
六
条
第
三
項
」

を
「
第
七
条
第
三
項
」
に
、「
第
六
条
の
七
第
四
項
」
を

「
第
十
三
条
第
四
項
」
に
改
め
、同
条
を
第
十
条
と
し
、

第
六
条
の
三
を
第
九
条
と
し
、
第
六
条
の
二
を
第
八
条

と
し
、
第
六
条
を
第
七
条
と
し
、
第
五
条
の
二
を
第
六

条
と
す
る
。

附
則
第
三
条
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
を
同
条

第
二
号
と
す
る
。

附
則
第
四
条
中
「
第
七
条
及
び
第
八
条
」
を
「
第
十

四
条
及
び
第
十
五
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
中
「
第
六
条
」
を
「
第
七
条
」
に
改
め

る
。附

則
第
六
条
中
「
第
七
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
改

め
、「
、
第
三
号
」
を
削
る
。

附
則
第
七
条
中
「
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
」を「
第

十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
、「
第
十
条
た
だ
し
書
」

を
「
第
十
七
条
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
中
「
第
九
条
」
を
「
第
十
六
条
」
に
改

め
る
。

附
則
第
九
条
中
「
第
十
条
」
を
「
第
十
七
条
」
に
改

め
る
。

附
則
第
十
条
中
「
第
十
四
条
（
第
一
項
第
七
号
に
係

る
部
分
を
除
く
。）及
び
第
十
五
条
」
を
「
第
二
十
一
条

（
第
一
項
第
十
一
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。）及
び
第
二

十
二
条
」
に
、「
附
則
第
三
条
第
三
号
」
を
「
附
則
第
三

条
第
二
号
」
に
改
め
る
。

４

第
一
項
第
四
号
又
は
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の

罪
は
、
詐
欺
等
行
為
若
し
く
は
管
理
侵
害
行
為
が

あ
っ
た
時
又
は
保
有
者
か
ら
示
さ
れ
た
時
に
日
本
国

内
に
お
い
て
管
理
さ
れ
て
い
た
営
業
秘
密
に
つ
い

て
、
日
本
国
外
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
罪
を
犯
し
た
者

に
も
適
用
す
る
。

５

第
一
項
第
十
号
の
罪
は
、
日
本
国
外
に
お
い
て
同

号
の
罪
を
犯
し
た
者
に
も
適
用
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
で
第
二
条
第
一
項
第
三

号
に
掲
げ
る
不
正
競
争
を
行
っ
た
者
は
、
三
年
以
下

の
懲
役
若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、

又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

第
十
四
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
第
十
三
条
を
第
二

十
条
と
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
八
条
」
を
「
第
十
五
条
」

に
、「
第
十
四
条
（
第
一
項
第
七
号
に
係
る
部
分
を
除

く
。）及
び
第
十
五
条
」
を
「
第
二
十
一
条
（
第
一
項
第

十
一
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。）及
び
第
二
十
二
条
」
に

改
め
、
同
項
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
不
正
競
争

次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
行
為

イ

日
本
国
内
に
お
い
て
最
初
に
販
売
さ
れ
た
日

か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
た
商
品
に
つ
い

て
、
そ
の
商
品
の
形
態
を
模
倣
し
た
商
品
を
譲

渡
し
、
貸
し
渡
し
、
譲
渡
若
し
く
は
貸
渡
し
の

た
め
に
展
示
し
、
輸
出
し
、
又
は
輸
入
す
る
行

為

不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
十
七
年
六
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

法
律
第
七
十
五
号

不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
不
正
競
争
防
止
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
五
年
法
律
第
四
十
七

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
三
号
中「（
最
初
に
販
売
さ
れ
た
日

か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
た
も
の
を
除
く
。）」
を

削
り
、「
他
人
の
商
品
と
同
種
の
商
品
（
同
種
の
商
品
が

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
他
人
の
商
品
と
そ
の
機

能
及
び
効
用
が
同
一
又
は
類
似
の
商
品
）
が
通
常
有
す

る
」
を「
商
品
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
」

に
、「
、
若
し
く
は
」
を
「
、
又
は
」
に
改
め
、
同
条
中

第
八
項
を
第
十
項
と
し
、
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を

二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加

え
る
。

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
商
品
の
形
態
」
と
は
、
需

要
者
が
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
使
用
に
際
し
て
知
覚

に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
商
品
の
外
部
及

び
内
部
の
形
状
並
び
に
そ
の
形
状
に
結
合
し
た
模

様
、
色
彩
、
光
沢
及
び
質
感
を
い
う
。

５

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
模
倣
す
る
」
と
は
、
他
人

の
商
品
の
形
態
に
依
拠
し
て
、
こ
れ
と
実
質
的
に
同

一
の
形
態
の
商
品
を
作
り
出
す
こ
と
を
い
う
。
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